
大
河
の
流
れ
の

フ
ィ
ナ
ー
レ
と
と
も
に

「
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
～
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
を

こ
ん
な
に
は
っ
き
り
予
想
し
て
～
川
は

大
き
く
な
る
」
と
い
う
歌
詞
を
ご
存
じ

だ
ろ
う
か
。
合
唱
曲
と
し
て
有
名
な
組

曲
『
筑
後
川
』
の
最
終
楽
章
・
河
口
の

一
節
で
あ
る
。

　

ど
ん
な
大
河
も
い
つ
か
フ
ィ
ナ
ー
レ

に
行
き
つ
く
よ
う
に
、
人
も
い
つ
か
フ

ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
る
。
２
０
２
４
年
（
令

和
６
）
３
月
、
私
に
川
巡
り
の
楽
し
さ

を
最
初
に
教
え
て
く
れ
た
古
賀
邦
雄
さ

ん
が
逝
去
さ
れ
た
。
80
年
の
生
涯
だ
っ

た
。
古
賀
さ
ん
と
は
私
が
高
校
２
年
生

の
時
に
出
会
い
、
20
年
の
つ
き
あ
い
で

あ
っ
た
。
古
賀
さ
ん
が
つ
く
っ
た
私
設

の
河
川
図
書
館
で
、
い
ろ
ん
な
河
川
書

の
知
を
教
わ
り
、
そ
し
て
全
国
各
地
の

川
へ
一
緒
に
出
か
け
た
。

　

古
賀
さ
ん
の
川
巡
り
は
、
独
特
の
視

点
だ
っ
た
。
私
が
最
も
影
響
を
受
け
た

川
巡
り
の
ス
タ
イ
ル
が
「
碑ひ

文ぶ
ん

探
し
」

で
あ
る
。
碑
文
は
川
沿
い
に
ひ
っ
そ
り

建
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の

碑
に
何
が
書
か
れ
て
い
る
か
を
読
む
と

空
間
の
履
歴
が
見
え
て
く
る
。

　

筑
後
川
は
組
曲
で
上
流
・
中
流
・
下

流
が
表
現
さ
れ
る
ほ
ど
、
感
覚
的
に
川

の
流
れ
の
変
化
を
と
ら
え
や
す
い
。
そ

し
て
流
域
に
点
在
す
る
碑
文
に
も
空
間

坂本さんと行く川巡り  第27回  
Go ! Go ! 109水系

碑
文
が
語
る
、筑
後
平
野
の
幸
が
生
ま
れ
た
所ゆ

え
ん以

筑
後
川

河
川
を
軸
に
市
民
団
体
や
ま
ち
づ
く
り
の
調
査
研
究
を
行
な
う

坂
本
貴
啓
さ
ん
が
全
国
の
一
級
河
川
「
１
０
９
水
系
」
を
巡
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
川
が
流
域
の
人
び
と
と
地
域
社
会
に
及
ぼ
す
影
響

を
探
り
ま
す
。
今
回
は
、
坂
本
さ
ん
が
故
・
古
賀
邦
雄
さ
ん
と

よ
く
一
緒
に
巡
っ
て
い
た
と
い
う
「
筑
後
川
」
を
辿
り
ま
し
た
。

筑後川が有明海に注ぐ河口付近。川面を二分するようにつくられているのは「導流堤」 水の文化 78号　Go!Go!109水系 44
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碑
文

若山牧水歌碑
えつ傳承碑
筑後川災害復旧記念の碑
床島堰頌徳碑

堀川紀功碑
中村哲頌徳碑
長野水竇記
三堰碑
隧道改修竣工記念碑
宮入貝供養碑
望郷志屋校之碑
室原知幸さんの言葉を記した碑
後藤豊三郎銅像と記念碑

の
履
歴
が
記
さ
れ
て
い
て
、
上
流
・
中

流
・
下
流
の
世
界
観
を
想
像
し
や
す
い
。

今
回
は
古
賀
さ
ん
と
よ
く
ま
わ
っ
た
筑

後
川
を
、
碑
文
を
訪
ね
な
が
ら
巡
っ
た
。

い
つ
か
来
る
日
の
た
め
に

遺
し
た
「
知
の
宝
」

　

古
賀
さ
ん
は
水
資
源
開
発
公
団
（
現
・

水
資
源
機
構
）
に
勤
め
て
い
た
。
転
勤
の

度
に
全
国
の
古
書
店
で
ま
だ
見
ぬ
河
川

書
を
探
し
出
し
、
引
っ
越
し
の
度
に
荷

が
重
く
な
り
な
が
ら
も
大
事
に
河
川
書

を
持
ち
回
っ
た
。
早
期
退
職
後
、
古
賀

さ
ん
は
筑
後
川
流
域
を
住す

み
か処

と
し
、
私

設
の
「
古
賀
河
川
図
書
館
」（
以
下
、
河
川

図
書
館
）
を
築
い
た
。
河
川
書
約
１
万
３

０
０
０
冊
を
分
類
し
、
多
く
の
人
に
河

川
の
知
を
提
供
し
た
。

　

大
学
１
年
生
の
時
、
福
岡
に
帰
省
し

て
い
た
私
は
河
川
図
書
館
の
開
館
前
夜

に
古
賀
さ
ん
を
訪
ね
、
河
川
書
を
贅
沢

に
読
み
漁
っ
た
。
そ
の
後
も
行
く
度
に

河
川
書
に
囲
ま
れ
て
夜
更
け
ま
で
川
談

義
を
し
た
。
数
年
後
、
博
士
課
程
に
進

学
し
、
全
国
の
川
を
古
賀
さ
ん
と
も
一

緒
に
巡
っ
て
い
た
時
、
ふ
と
古
賀
さ
ん

が
「
い
つ
か
こ
の
図
書
館
を
畳
む
時
、

あ
な
た
は
研
究
者
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ

う
か
ら
、こ
の
本
を
全
部
託
そ
う
か
？
」

と
言
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。「
私
に
は
名

実
と
も
に
〈
荷
〉
が
重
す
ぎ
ま
す
…
…
」

と
答
え
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

　

年
数
を
重
ね
る
う
ち
に
、
古
賀
さ
ん

の
み
な
ら
ず
、
河
川
図
書
館
を
利
用
し

た
多
く
の
人
た
ち
も
河
川
書
の
行
く
末

を
案
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
古
賀
さ
ん

が
築
い
た
知
の
宝
を
ど
こ
に
遺
そ
う
か
、

と
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
が
検
討
さ
れ
て
は

消
え
る
を
繰
り
返
し
た
。
２
０
１
９
年
、

河
川
書
は
久
留
米
大
学
御み

井い

図
書
館
に

1 0 9水系
1964年（昭和39）に制定された新河川法では、分水界や大河川の本流
と支流で行政管轄を分けるのではなく、中小河川までまとめて治水と利水を
統合した水系として一貫管理する方針が打ち出された。その内、「国土保
全上又は国民経済上特に重要な水系で政令で指定したもの」（河川法第
4条第1項）を一級水系と定め、全国で109の水系が指定されている。

川名の由来【筑後川】
江戸時代以前は「筑間川」（筑
後，筑前の間の意）と呼んだが、江
戸時代に幕府の命令により「筑
後川」と呼ぶようになった。「千歳
川」、「一夜川」の異名もある。

1987年福岡県生まれの川系男子。北九州で育ち、
高校生になってから下校途中の遠賀川へ寄り道をす
るようになり、川に興味をもちはじめ、川に青春を捧げ
る。全国の河川市民団体に関する研究や川を活かし
たまちづくりの調査研究活動を行なっている。筑波大
学大学院システム情報工学研究科修了。白川直樹
研究室「川と人」ゼミ出身。博士（工学）。国立研
究開発法人土木研究所自然共生研究センター専門
研究員、東京大学地域未来社会連携研究機構北
陸サテライト特任助教を経て2023年10月より現職。

坂本 貴啓 
さかもと  たかあき

金沢大学 人間社会研究域地域創造学系 講師

 筑後川
 水系番号 ： 92
 都道府県 ： 熊本・大分・福岡・佐賀
 源流 ： 瀬の本高原（947ｍ） 
 河口 ： 有明海  
 本川流路延長 ： 143 km 22位／109
 支川数 ： 235河川 15位／109
 流域面積 ： 2863 km2 21位／109
 流域耕地面積率 ： 19.4 ％ 16位／109
 流域年平均降水量 ： 2285.8 mm 31位／109
 基本高水流量 ： 1万0000 m3/ s 26位／109
 河口換算の
 基本高水流量※ ： 1万9882 m3/ s 10位／109

 流域内人口 ： 110万9925人 15位／109
 流域人口密度 ： 388人 / km2 20位／109
（基本高水流量観測地点：荒瀬〈河口から62.05km地点〉）
※河口換算の基本高水流量 ＝ 流域面積×比流量（基本高水流量
÷基準点の集水面積）
※各水系の比較のため公式発表諸元をもとに坂本貴啓さん作成
データ出典：『河川便覧 2002』（国際建設技術協会発行の日本河
川図の裏面）　流域内人口 ＝ 国土交通省「一級水系における流域
等の面積、総人口、一般資産額等について（流域）」を参照（最終
閲覧日2013年4月）

【筑後川流域の地図】
国土交通省国土数値情報「河川データ（平成19年）、流域界デー
タ（昭和52 年）、行政区域（令和6）、鉄道データ（令和5年）、
高速道路時系列データ（令和5年）」より編集部で作図

碑文が語る、筑後平野の幸が生まれた所以 筑後川45



2

3

1

4

5

6

ななの梅
古賀さんの最愛の妻、ななさんを
偲んで植樹された７本の梅が宮
の陣神社にある。毎年梅の時期に
なると，古賀さんが梅の花の写真
を送ってくれた。ここは日本三大合
戦「筑後川の戦い（南北朝の戦い）」
の場としての石碑が残っている。

収
め
ら
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
河
川

書
は
数
年
か
け
て
古
賀
さ
ん
の
周
り
の

仲
間
た
ち
に
よ
っ
て
運
ば
れ
、
２
０
２

０
年
（
令
和
２
）
３
月
、
御
井
図
書
館
内

に
「
古
賀
邦
雄
河
川
文
庫
」（
以
下
、
河
川

文
庫
）
が
開
設
さ
れ
た
。

　

河
川
文
庫
に
行
き
、
古
賀
さ
ん
の
思

考
の
片
鱗
を
探
し
て
河
川
書
を
手
に
と

っ
て
み
る
。
ど
ん
な
交
渉
術
で
集
め
た

の
だ
ろ
う
と
思
う
全
国
の
ダ
ム
工
事
誌

や
用
水
史
、
河
川
工
学
、
河
川
伝
承
、

河
川
の
児
童
文
学
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
。

１
万
３
０
０
０
冊
を
こ
う
分
け
た
の
か

と
い
う
分
類
が
何
よ
り
お
も
し
ろ
い
。

　

思
い
返
せ
ば
、
古
賀
さ
ん
は
い
つ
か

来
る
こ
の
日
の
た
め
に
少
し
ず
つ
準
備

を
し
て
い
た
。
集
積
し
た
河
川
書
の
知

は
こ
の
文
庫
で
生
き
続
け
、
こ
こ
に
来

る
と
古
賀
さ
ん
の
河
川
哲
学
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
る
。
古
賀
さ
ん
が
旅
立
つ

４
カ
月
前
に
執
筆
さ
れ
、
遺
作
と
な
っ

た
『「
筑
後
川
」
の
本
棚
』
は
筑
後
川

流
域
を
題
材
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
河
川

書
を
紹
介
し
て
い
る
。「
歩
く
河
川
書
」

と
も
言
わ
れ
る
河
川
書
学
者
は
、
筑
後

川
流
域
に
莫
大
な
知
の
宝
を
遺
し
た
。

碑
文
で
読
み
解
く

有
明
海
の
干
満
の
差

　

筑
後
川
河
口
の
昇
開
橋
付
近
に
若
山

牧
水
の
歌
碑
が
あ
り
、
下
流
域
の
特
徴

を
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
る
。
歌
碑
に

は
、「
筑
後
川 
河
口
ひ
ろ
み
大
汐
の 

干

潟
は
る
け
き 

春
の
夕
ぐ
れ
」
と
あ
る
。

こ
れ
は
筑
後
川
の
河
口
付
近
を
詠
ん
だ

も
の
で
、
春
の
大
潮
で
は
広
大
な
干
潟

の
夕
暮
れ
が
見
ら
れ
る
と
歌
っ
て
い
る
。

　

筑
後
川
の
下
流
域
は
干
潮
の
際
に
は

広
大
な
干
潟
が
現
れ
、
満
潮
の
際
に
は

満
々
と
水
が
湛
え
ら
れ
、
一
日
の
な
か

で
も
変
化
の
激
し
い
風
景
を
目
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
干
満
差
が
６
ｍ
近
い

有
明
海
で
は
、
船
の
航
行
の
た
め
川
を

２
つ
に
仕
切
り
水
位
を
上
げ
る
港
湾
土

碑
01

碑
02

河川書

下流域

久留米大学御井図書館
工藤彩（あや）さん

久留米大学法学部客員教授
古賀幸久さん

水資源機構筑後川局　梅﨑健史さん

1かつての古賀河川図書館で並
ぶ古賀邦雄さん（左）と坂本貴啓さん
（2019年12月撮影）　2久留米
大学御井図書館に設置された「古
賀邦雄河川文庫」　3古賀さんが
遺した河川書を手に取る坂本さん

図書館では日本十進分類法
に基づき並べていますが、古
賀さんが独自に築いた分類を
なんらかの形で記録しておき
たいと考え、当館の蔵書検索
（OPAC）で分類を確認できる
ようにしました。

古賀さんの葬儀の際、友人代表と
して弔辞を読ませていただきまし
た。その際にも語ったのですが、軽
トラを何度も出して書籍を運ぶ手
伝いをしましたが、本当にとてつも
ない量でした。この河川書は古賀
さんが遺した筑後川流域の宝です。

筑後川は日本の水資源開発
の重要7水系の一つで、上流
から下流まで一体的に水資
源開発を進めてきました。そ
のなかでも筑後大堰は、筑
後平野のみならず福岡都市
圏の人の暮らしも支える水
資源確保に重要な設備です。

若山牧水歌碑えつ傳承碑

41985年（昭和60）3月に完成した筑後大堰。治水の役割
だけでなく、水道用水や灌漑用水、塩害防除など多面的な
利水も担う　5筑後川流域に広がる水田。人びとの幸が生
まれるのは筑後川の水があってこそだ　6夕暮れを迎えた筑
後川下流域。美しい風景に心が和む

水の文化 78号　Go!Go!109水系 46
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木
技
術
が
あ
る
。
明
治
時
代
の
お
雇
い

外
国
人
、
ヨ
ハ
ニ
ス
・
デ
・
レ
ー
ケ
に
よ

っ
て
設
計
さ
れ
た
。
潟が

た

土ど

の
有
明
海
と

筑
後
川
下
流
の
移
動
を
ス
ム
ー
ズ
に
す

る
技
術
と
し
て
導ど

う
り
ゅ
う
て
い

流
堤
は
欠
か
せ
な
い
。

　

ま
た
、
そ
ば
に
「
え
つ
の
伝
承
碑
」

が
あ
る
。
こ
の
場
所
で
僧
侶
（
弘
法
大
師

と
い
う
説
あ
り
）
が
筑
後
川
を
渡
る
際
に
お

金
が
な
く
途
方
に
暮
れ
て
い
る
と
、
一

人
の
貧
し
い
漁
師
が
不ふ

憫び
ん

に
思
い
舟
を

出
し
て
僧
侶
を
対
岸
に
渡
し
た
。
僧
侶

は
お
金
の
代
わ
り
に
そ
ば
に
生
え
て
い

た
ア
シ
の
葉
を
採
っ
て
川
に
浮
か
べ
る

と
そ
れ
が
エ
ツ
に
姿
を
変
え
、
そ
の
後

エ
ツ
漁
で
賑
わ
っ
た
と
い
う
伝
説
で
あ

る
。
有
明
海
で
は
毎
年
５
月
に
エ
ツ
漁

が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
エ
ツ
は
有
明
海

固
有
の
魚
で
、
海
と
川
を
つ
な
ぐ
汽
水

域
を
必
要
と
す
る
。

　

碑
文
を
読
み
解
く
こ
と
で
、
有
明
海

特
有
の
風
景
を
よ
り
深
く
感
じ
と
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

一
方
、
有
明
海
の
塩
分
が
遡そ

上じ
ょ
うす

る

た
め
、
筑
後
川
の
水
利
用
に
は
大
変
な

面
も
あ
る
。
下
流
域
の
農
業
に
使
う
水

は
、
海
水
よ
り
も
比
重
が
軽
い
淡
水
だ

け
を
取
水
（
ア
オ
取
水
）
し
な
が
ら
用
い

て
き
た
。（『
水
の
文
化
』
３
号
「
有
明
海
と
ア
オ

（
淡
水
）
の
世
界
」
参
照
）。

　

今
は
筑
後
大
堰
を
つ
く
っ
て
潮
止
め

を
し
、
筑
後
平
野
百
万
人
の
水
を
賄
う

だ
け
で
な
く
、
流
域
外
の
福
岡
市
に
も

水
を
送
り
、
福
岡
市
内
３
分
の
１
ほ
ど

の
水
を
も
賄
っ
て
い
る
。

江
戸
期
の
苦
悩
を
遺
す

水
利
事
業
「
四
大
井
堰
」

　

筑
後
川
の
中
流
域
は
、
水
を
制
御
す

る
こ
と
の
難
し
さ
を
語
る
碑
文
や
史
跡

が
多
く
あ
る
。
過
去
幾
度
も
水
害
と
向

き
合
い
、
そ
の
水
を
平
野
に
引
き
込
む

こ
と
に
挑
ん
で
き
た
。
そ
の
一
つ
が
江

戸
時
代
に
つ
く
ら
れ
た
「
筑
後
川
四よ

ん

大だ
い

井い

堰ぜ
き

」
で
、
下
流
か
ら
順
に
恵え

利り

堰ぜ
き

→

山
田
堰
→
大
石
堰
→
袋
野
堰
が
あ
る
。

こ
の
堰
一
つ
一
つ
に
田
畑
へ
水
を
取
り

込
む
た
め
の
苦
悩
が
あ
っ
た
。

　

最
下
流
の
恵
利
堰
は
「
鬼
殺
し
」
と

呼
ば
れ
る
急
流
難
所
が
あ
り
、
有
馬
藩

主
か
ら
命
ぜ
ら
れ
た
草
野
又
六
や
庄
屋

た
ち
は
苦
労
し
な
が
ら
堰
を
完
成
さ
せ
、

左
岸
側
に
水
を
引
き
込
ん
だ
。
そ
れ
は

堰
付
近
の
竹
や
ぶ
に
あ
る
水
神
碑
の
そ

ば
に
碑
文
と
し
て
ひ
っ
そ
り
語
り
継
が

れ
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
聞
く
と
英
雄
譚

だ
が
碑
文
は
正
直
だ
。
よ
く
読
む
と
、

又
六
は
３
５
０
０
人
の
も
の
農
民
を
人

夫
と
し
て
石
堤
工
事
に
従
事
さ
せ
、
有

馬
藩
主
に
褒
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
裏
に
、

用
水
の
恩
恵
を
受
け
な
い
農
民
の
労
働
、

ご
先
祖
様
の
墓
石
の
差
し
出
し
、
厳
し

い
年
貢
の
取
り
立
て
な
ど
も
あ
り
、「
マ

ム
シ
の
よ
う
に
忌
み
嫌
わ
れ
て
い
た
」

と
書
か
れ
て
い
る
。
農
民
た
ち
の
苦
し

み
の
先
に
今
の
恵
利
堰
が
あ
る
と
思
う

と
、
一
際
慈
し
み
た
く
な
る
。

　

そ
の
上
流
の
山
田
堰
は
右
岸
に
つ
く

ら
れ
、
堰
か
ら
堀
川
用
水
を
取
り
入
れ

て
い
る
。
取
水
口
付
近
の
堰
の
水
圧
を

緩
和
す
る
た
め
斜
め
堰
を
つ
く
り
、
自

然
流
下
で
水
を
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う

に
し
た
。
こ
の
堰
の
技
術
を
活
か
し
て
、

福
岡
県
出
身
の
医
師
、
中
村
哲て

つ

さ
ん
は

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
灌か

ん

漑が
い

技
術
を
普
及

さ
せ
た
。
中
村
哲
さ
ん
没
後
２
年
の
２

０
２
１
年
（
令
和
３
）
２
月
に
新
た
に
石
碑

が
建
立
さ
れ
、
句
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
上
流
に
大
石
堰
が
あ
る
。
こ

こ
も
右
岸
の
村
に
水
を
引
き
込
む
た
め
、

５
人
の
庄
屋（
以
下
、五
庄
屋
）
が
有
馬
藩
に

請
願
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
周
囲
の

村
か
ら
堰
新
設
に
よ
る
水
害
を
懸
念
し

て
反
対
も
受
け
る
が
、
五
庄
屋
は
「
万

が
一
が
あ
れ
ば
、
極
刑
に
処
せ
ら
れ
て

碑
06

碑
04

碑
05

碑
03

中
流
域

国土交通省筑後川河川事務所　左から、技術副所長の坂本二俊（つぐとし）さん、統括地域防災調整官の熊井教寿（のりひさ）さん、
事業対策官の中島一州（かずくに）さん、統括保全対策官の坂口誠さん

中村哲頌徳碑

床島堰頌徳碑

堀川紀功碑

筑後川災害復旧記念の碑
1953年（昭和28）6月に九
州一帯を襲った豪雨被害
からどのように復旧したの
かが記されている

昭和28年水害は最も大
変な洪水となりました。
現在の久留米市付近で
もあちこちの堤防が切
れたので、これを機に現
代的な治水事業が進ん
でいきます。

7四大井堰の最下流に位置する「恵利堰」　8恵利堰の左岸にはひっ
そりと、しかしいくつもの石碑がある。これは「水神」を祀ったもの　9この
付近が「鬼殺し」と呼ばれる急流だったことを記す石碑　10この「山田
堰」をモデルとして故・中村哲さんはアフガニスタンに取水堰を築いた

碑文が語る、筑後平野の幸が生まれた所以 筑後川47



大石堰

袋野堰

11

1213

14

15

16

宮入貝供養碑

中流域の支流・宝満川（ほうまんがわ）沿い

に「宮入貝（ミヤイリガイ）供養碑」という石碑

がある。江戸時代から筑後川中流域では

原因不明の奇病が発生していた。明治期

に宮入貝を中間宿主とする日本住血吸虫

（にほんじゅうけつきゅうちゅう）という寄生虫によ

る病気とわかり、撲滅に向けて水路のコン

クリート化や川で水泳の授業をしないでよ

いようにプールの設置が進められた。1990

年（平成2）に安全宣言が出され、宮入貝の

供養碑が建立された。撲滅記念碑でなく、

供養碑としたことは「貝に罪はない」と建

立者が語っているようにも思え、この碑文

が切なくてならない。

も
異
存
な
し
」
の
覚
悟
で
、
村
人
総
出

で
決
死
の
工
事
が
行
な
わ
れ
、
堰
は
完

成
す
る
。
五
庄
屋
は
水
神
社
に
祀
ら
れ
、

水
を
引
き
込
む
苦
難
は
碑
文
や
神
社
に

残
さ
れ
て
い
る
。
命
を
賭
し
た
五
庄
屋

に
農
民
も
心
動
か
さ
れ
、「
決
し
て
処
刑

さ
せ
て
な
る
も
の
か
」
と
慎
重
か
つ
懸

命
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
に
胸
が
熱
く
な

る
。
同
時
期
の
恵
利
堰
と
は
ま
た
異
な

る
ド
ラ
マ
が
あ
り
、
過
去
の
人
物
像
ま

で
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
の
は
、
碑
文
が

語
る
お
も
し
ろ
さ
か
も
し
れ
な
い
。
五

庄
屋
の
物
語
が
校
歌
に
な
っ
て
語
り
継

が
れ
て
い
る
こ
と
は
驚
き
で
あ
る
。

　

最
上
流
に
あ
る
の
は
袋
野
堰
。
大
石

堰
の
恩
恵
を
受
け
な
い
上
流
の
村
々
の

た
め
、
大
庄
屋
の
田
代
重し

げ

栄よ
し

が
私
財
を

投
じ
、
水
床
に
も
入
っ
て
工
事
し
な
が

ら
堰
を
完
成
さ
せ
た
。
さ
ら
に
雇
わ
れ

た
中
国
筋
の
鉱
山
（
石
見
銀
山
）
の
鉱
夫
が

手
掘
り
し
た
約
２
ｋｍ
の
隧ず

い

道ど
う

か
ら
水
を

通
し
、
田
畑
を
潤
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

私
財
を
投
じ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
日
本

各
地
の
碑
文
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

多
い
。
個
人
の
功
労
が
現
在
の
堤
防
や

堰
、
隧
道
な
ど
イ
ン
フ
ラ
の
礎

い
し
ず
えと
な
っ

て
い
る
こ
と
も
多
く
、「
頌
徳
碑
」
と
し

て
碑
文
を
見
る
の
も
お
も
し
ろ
い
。

 
公
共
事
業
の
在
り
方
を

問
う
た
「
蜂
の
巣
城
」

　

筑
後
川
上
流
に
は
水
源
と
な
る
ダ
ム

群
（
大
山
ダ
ム
、
松
原
ダ
ム
、
下
筌
（
し
も
う
け
）

ダ
ム
）
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。
下
筌
ダ

ム
か
ら
森
の
な
か
へ
続
く
小
さ
な
道
を

下
り
て
い
く
と
、「
公
共
事
業
は 

法
に

叶
い 

理
に
叶
い 

情
に
叶
う
も
の 

で
あ

れ
」
と
書
か
れ
た
碑
が
あ
る
。
こ
の
碑

の
真
意
を
知
る
に
は
、「
蜂は

ち

の
巣す

城じ
ょ
う闘

争
」
と
呼
ば
れ
る
歴
史
を
ひ
も
解
く
必

要
が
あ
る
。

　

こ
こ
は
建
設
時
に
激
し
い
ダ
ム
闘
争

が
あ
っ
た
。
ダ
ム
予
定
地
の
地
主
だ
っ

た
室
原
知
幸
さ
ん
は
じ
め
住
民
た
ち
は

当
初
、
離
れ
る
寂
し
さ
を
感
じ
つ
つ
も

土
地
の
提
供
を
容
認
し
て
い
た
。
し
か

し
、
住
民
・
行
政
双
方
の
立
場
か
ら
ダ

ム
建
設
の
将
来
を
見
据
え
る
な
か
で
、

小
さ
な
言
動
が
徐
々
に
行
き
違
い
、
そ

の
な
か
で
生
ま
れ
た
不
信
感
が
募
り
、

住
民
た
ち
が
ダ
ム
サ
イ
ト
予
定
地
の
崖

に
砦
を
築
い
て
籠
城
す
る
反
対
運
動
が

始
ま
っ
た
。
崖
に
築
か
れ
た
要
塞
に
一

歩
で
も
近
づ
こ
う
も
の
な
ら
、
巣
を
守

る
蜂
た
ち
が
防
衛
す
る
よ
う
な
に
ら
み

合
い
を
「
蜂
の
巣
城
」
と
表
現
し
た
。

　

籠
城
は
そ
う
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。

反
対
派
の
住
民
も
長
引
く
闘
争
か
ら
一

人
、
ま
た
一
人
と
減
り
、
巣
穴
を
減
ら

し
た
蜂
の
巣
城
に
行
政
代
執
行
が
実
施

さ
れ
た
。
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
最
後
ま
で

残
っ
た
室
原
さ
ん
は
さ
ぞ
無
念
だ
っ
た

だ
ろ
う
。

　

行
き
違
い
か
ら
生
ま
れ
た
こ
の
悲
劇

碑
10

碑
07

碑
08

碑
09

中
流
域

浮羽まるごと博物館協議会会長佐藤好英さん

大石堰改築に五庄屋の存在
は欠かせませんでした。「失敗
したらはりつけ」という決死
の覚悟を見せたことで、村人
を団結させ、工事を成功に導
いたといえるかもしれません。

長野水竇記

三堰碑 さんえんのひ
大石堰からの水を通す大
石・長野水道のほとりにある

隧道改修竣工記念碑

11夏梅村庄屋・栗林次兵衛、清宗村
庄屋・本松平右衛門、高田村庄屋・山下
助左衛門、今竹村庄屋・重富平左衛門、
菅村庄屋・猪山作之丞の5人の庄屋が
願い出たことで、藩営事業として施工され
た「大石堰」　12五庄屋の家紋が刻ま
れた水盤（御手水）　13五庄屋が祀ら
れている「長野水神社」　14「袋野堰」
は夜明ダムが完成したことによって水没
し、今はその姿を見ることはできない　
152017年（平成29）の豪雨で夜明
ダムの水を抜いたことで久しぶりに姿を
現した袋野堰提供：佐藤好英さん　
16私財を投じて袋野堰をつくった田代
重栄を偲んで建立された「田榮神社」
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松下（まつしも）ダムカレー
松原ダム・下筌ダムは連続するダムで、下筌ダ
ムの直下流でさらに水を溜める構造で、この2
つで多くの水を蓄えている。この2つを模した
「松下（まつしも）ダムカレー」を松原ダム付近の
レストハウスで食すことができる。堤体（ていた
い）をごはんで表現し、アーチの方は下筌ダム、
重力式コンクリートの方は松原ダムで、その間
には湖面としてルーが敷かれている。カレーを
食べた後は実際のダム見学に出かけよう。

日田と大川
上流域の日田（ひた）は木材の産地として林業で栄え、集積させる川港でもあった。日田の木材は三隈川（みくまがわ）（筑
後川）を通って下流へ送り出され、河口から各地へ運び出した。河口の大川では、杉材を加工した家具生産が盛んである。河口の産業は上流と密接にかかわっていることが多く、河口は流域を映す鏡ともいえる。明治時代に日田で最も大きい製材所と伝わる「ヤマキチ」二代・後藤豊三郎の銅像を見つけた。

を
、
古
賀
さ
ん
は
「
勘
定
と
感
情
の
問

題
で
す
」
と
生
前
に
語
っ
て
い
た
。
ど

れ
だ
け
お
金
を
積
ま
れ
て
も
、
相
手
へ

の
配
慮
が
欠
け
て
い
た
り
、
感
情
の
す

れ
違
い
が
あ
っ
た
り
す
る
と
譲
れ
な
い

も
の
も
で
き
、
補
償
の
合
意
は
成
り
立

た
な
く
な
る
。

　

こ
の
闘
争
以
来
、
河
川
行
政
も
改
め

て
身
を
律
し
た
。
ダ
ム
関
係
者
は
、
補

償
の
精
神
と
し
て
、
水
源
地
域
の
補
償

は
地
元
の
事
情
や
感
情
に
寄
り
添
い
な

が
ら
よ
り
丁
寧
に
進
め
て
い
く
こ
と
を

前
提
に
水
資
源
開
発
に
取
り
組
ん
で
い

っ
た
。
現
在
の
国
が
行
な
う
ダ
ム
事
業

で
は
「
水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
必
ず

設
定
さ
れ
て
お
り
、
単
な
る
補
償
で
終

わ
り
で
は
な
く
、
下
流
の
た
め
に
恩
恵

を
も
た
ら
し
て
く
れ
た
上
流
の
人
び
と

に
対
し
て
、
新
た
な
生
活
を
支
援
す
る

よ
う
な
地
域
振
興
策
が
練
ら
れ
て
い
る
。

　

補
償
の
精
神
は
、
単
な
る
犠
牲
へ
の

補
償
で
は
な
く
、
水
源
地
域
住
民
の
未

来
に
向
け
た
、
水
源
地
域
振
興
ま
で
含

ん
だ
も
の
で
あ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

百
万
人
の
生
活
の
幸
を

碑
文
か
ら
知
っ
て
祈
る

　

筑
後
川
を
下
流
か
ら
上
流
へ
と
巡
る

な
か
で
、
今
は
土
地
の
恩
恵
を
受
け
て

暮
ら
し
て
い
る
が
、
そ
の
豊
か
さ
を
ど

の
よ
う
に
し
て
手
に
入
れ
た
の
か
を
考

え
る
の
は
謎
解
き
で
、
碑
文
こ
そ
が
そ

の
謎
を
解
く
過
去
の
履
歴
だ
。

　

今
回
は
、
エ
ツ
漁
の
で
き
る
喜
び
、

井
堰
を
つ
く
っ
て
土
地
は
豊
か
に
な
っ

た
が
尊
敬
さ
れ
な
い
庄
屋
、
決
死
の
覚

悟
で
今
も
尊
敬
さ
れ
て
い
る
五
庄
屋
、

新
た
な
水
資
源
が
開
発
さ
れ
る
と
同
時

に
沈
む
集
落
の
や
る
せ
な
さ
な
ど
、
人

の
感
情
の
裏
側
で
、
筑
後
平
野
の
暮
ら

し
が
ど
う
豊
か
に
な
っ
て
き
た
か
の
所

以
を
碑
文
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

古
賀
さ
ん
は
川
沿
い
で
碑
文
を
見
つ

け
る
と
必
ず
読
ん
で
回
っ
た
。
碑
文
を

読
む
こ
と
は
過
去
の
筑
後
川
を
理
解
す

る
手
段
で
あ
る
。 

も
う
そ
こ
に
一
緒
に

巡
る
古
賀
さ
ん
は
い
な
い
の
だ
け
れ
ど

も
、
古
賀
さ
ん
な
ら
こ
こ
に
興
味
も
つ

だ
ろ
う
な
ど
、
私
の
感
覚
の
な
か
に
も

古
賀
さ
ん
に
教
わ
っ
た
川
巡
り
の
術
が

息
づ
い
て
い
る
気
さ
え
す
る
の
で
あ
る
。

　

筑
後
川
を
巡
っ
て
い
る
と
畔あ

ぜ

に
ぽ
つ

ぽ
つ
と
彼
岸
花
を
見
か
け
た
。
古
賀
さ

ん
が
よ
く
三さ

ん

途ず

の
川
を
挟
ん
で
此し

岸が
ん

（
こ
の
世
）と
彼ひ

岸が
ん（

あ
の
世
）の
話
を
し
て
く

れ
た
。
古
賀
さ
ん
は
三
途
の
川
の
川
巡

り
す
ら
も
楽
し
ん
だ
だ
ろ
う
か
。

　

そ
っ
と
彼
岸
花
を
筑
後
川
の

此
岸
に
供
え
た
。

（
２
０
２
４
年
９
月
12
～
14
日
取
材
）

碑
11

碑
12

碑
13

上流域

NPO法人下筌ダム湖と森の会代表理事矢野今朝明（けさあき）さん

ダムの銘板の「下筌ダム」の文字は、蜂
の巣城の城主の室原知幸さんが砦に立
てるために書いた「下筌ダム反対」の文
字をかたどったものです。ダムに室原さ
んの文字を残すことで、ダム建設の教訓
を今なお風化させずに伝えています。

望郷志屋校之碑
松原ダム建設に伴い水没
した志屋集落。この碑に
は移転を余儀なくされた
住民の名が刻まれている

室原知幸さんの言葉を
記した碑

後藤豊三郎銅像と記念碑

171969年（昭和44）完成のアーチ式コンクリートダム
「下筌ダム」　18下筌ダム建設反対派が築いた砦。
「蜂の巣城」と呼ばれた提供：筑後川ダム統合管理事
務所　19下筌ダム資料室（しもうけ館）に保管されて
いる蜂の巣城闘争当時の文字看板　20室原知幸さ
んが書いた文字を模したとされる下筌ダムの銘板

漫画『進撃の巨人』主
人公たちの石像と並ん
で大山ダムを見上げる
坂本さん。作者の漫画
家・諫山創さんは日田
市の出身ダムカードを
元に編集部加工

木材集積所だった亀山公園

松下（まつしも）ダムカレー（上）。堤体を模したライス専用の金型（下）

碑文が語る、筑後平野の幸が生まれた所以 筑後川49


